






要約:成熟児母乳および未熟児母乳を,出産後日数別に分け,総窒素および非蛋白態窒素(以

下 NPN)含量,遊離アミノ酸組成,遊離アミノ N 含量,アンモニア含量,尿素含量,尿酸含量,

ヌクレオシドおよびヌクレオチド含量を測定した.

その結果,総窒素および NPN 含量は経時的に減少し,総窒素に占める NPN の比率は増加し

た.NPN の主成分は尿素で,特に,未熟児母乳で,NPN に占める比率が経時的に増加し,未熟児

の蛋白質合成に利用されることが推測された.遊離アミノ N 含量は初乳期から成熟乳期を

通じて未熟児母乳が成熟児母乳より多く,Glu の経時的な増加が著明であった.尿酸 N,アン

モニアやヌクレオチド,ヌクレオシド含量は,いずれも微量であった.


